
横尾 俊彦市長

新たな気持ちで７期目始動！
特集❶

　 9 月 6 日㈪の当選証書付与式で
は、市選挙管理委員会の中原博秋
委員長が「これまでの経験を生か
し、多久市のさらなる発展のため
尽力されることを期待していま
す。 7 期目も市民目線で舵取りを
お願いします」と激励し、当選証
書が手渡されました。

　 9 月17日㈮、 7 期目の就任式で
横尾市長は「今日から全く新しい
気持ちで力を尽くします。助けを
必要とする人に寄り添い、市民の
みなさんの心に響くような市政を
めざして、職員みんなで取り組ん
でいく所存です」と、決意を込め
て挨拶しました。

昭和31年（1956年）5月 5日生まれ。
多久市立緑が丘小学校・北部中学校、佐賀県
立小城高校、慶應義塾大学卒業。在学中カナ
ダのヴィクトリア大学に公費留学。松下政経塾 1
期生。これまで内閣府地方分権改革推進委員会
委員、佐賀県市長会長、全国市長会副会長等
を歴任。現在、佐賀県後期高齢者医療広域連
合長、公益財団法人孔子の里理事長、全国
ICT教育首長協議会会長等を務める。

趣　味　読書、音楽、バスケットボール、映画、
史跡寺社仏閣巡り など
音　楽　「I LOVE」（Official髭男dism）、
「ホール・ニュー・ワールド」（映画アラジンのテー
マ）、「サボテンの花」「マイウェイ」の替歌、クラシッ
ク など
好きな言葉　「天命を信じ人事を尽くす」「凡事
徹底」「義を見てせざるは勇なきなり」
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任期満了に伴う多久市長選挙が8月29日㈰に告示され、 3人が立候補。
8年ぶりとなる選挙が 9月 5日㈰に実施されました。
市民から引き続き市政を託された横尾市長。 7期目となるこれからの抱負と決意を申し上げます。
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　一
言
、ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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　今
回
の
選
挙
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

大
雨
災
害
対
応
も
行
う
状
況
下
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
被

災
現
場
確
認
や
対
策
の
指
示
、
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
と
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、
な

ど
対
応
し
な
が
ら
の
選
挙
期
間
中

の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　コ
ロ
ナ
感
染
の
恐
れ
の
な
い
普
通

の
状
況
な
ら
、
お
一
人
お
ひ
と
り
と

出
会
い
、
言
葉
を
交
わ
し
、
親
し

く
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
い
た

だ
く
機
会
に
も
な
る
の
で
す
が
、

今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
で
握
手
も
叶
わ

ず
、
距
離
を
保
つ
な
ど
、
活
動
に

も
難
し
さ
の
多
い
も
の
で
し
た
。

　そ
れ
で
も
「
心
か
ら
応
援
し
て
い

ま
す
」
と
迎
え
て
下
さ
る
真
剣
な

ま
な
ざ
し
に
深
い
思
い
を
感
じ
ま
し

た
。
か
け
て
い
た
だ
く
言
葉
に
改
め

て
感
じ
入
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
市
政
へ
の
感
謝
に
添
え
て

「
こ
ち
ら
こ
そ
お
願
い
し
ま
す
」
の

言
葉
を
幾
度
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

職
責
の
重
さ
を
実
感
す
る
瞬
間
で

あ
り
ま
し
た
。

　新
た
な
任
期
に
臨
み
「
初
心
忘

れ
ず
」
を
基
本
と
し
「
寄
り
添
う
」

「
心
に
響
く
」
行
政
を
め
ざ
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
お
一
人
お
ひ
と
り
の

状
況
や
課
題
に
寄
り
添
い
、
一
つ
ひ

と
つ
の
解
決
を
図
り
た
い
と
考
え
ま

す
。
そ
し
て
、
日
々
の
地
道
な
努

力
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
市
民
の

み
な
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
市

政
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　小
都
市
で
す
が
、
多
久
市
で
の

課
題
の
発
見
や
解
決
策
は
他
自
治

体
で
も
参
考
に
な
り
、
さ
ら
に
は

日
本
の
課
題
解
決
に
も
通
じ
る
は

ず
で
す
。
こ
こ
か
ら
未
来
を
創
る
。

ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
認
識
と
覚
悟

で
未
来
創
造
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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ワクチン接種早期完
了をめざす。 コロナ
禍に負けず積極的な
対策実行に努める。

市民に役立つ実行。
1 人ひとりに寄り添
い、必要な対策を探求
して実現を図る。

多久市を未来創造実
証都市と位置付け、多
彩にチャレンジする。

国際目標SDGsの実
践。持続可能で「誰も
取り残さない」社会実
現をめざす。

society5.0時代にふ
さわしい行政と暮ら
しをつくる。

1 人ひとりの健康で
幸福なくらしの実現
をサポートする。

地域医療確保のため
に新たな公立病院を
整備する。

がんになっても怖く
ない地域社会づくり。

コロナ禍の苦難を克
服できるような福祉
の充実。

安心して子育てがで
きて笑顔広がる環境
の整備（公園遊具など
も）。

生涯学習と交流を生
みだす図書館サービ
ス充実と整備を図る。

地域の生活・文化・交
流・防災拠点となる北
多久公民館の整備。

地域力向上による、も
うかる農業育成を支
え、デジタル時代の農
業経営改善を図る。

新たに整備される畜
産公社の拠点セン
ターを核として畜産
振興を図る。

市内の企業・事業所の
業績向上を支援し、経
済とくらしを向上。

シェアリングエコノ
ミー活用で地域活性
化を図る。

ニューノーマル時代
の企業活動を前提に
誘致や起業を支援す
る。

新規企業チャレンジ
を支援し、新たな雇用
機会創出を開拓する。

激甚災害からの復旧
復興をさらに加速す
る。

国に働きかけて牛津
川強靱化整備などに
より安全安心の基盤
を強化する。

21世紀型スキル、恕の
心、自己肯定感を育
み、未来に活躍する人
材育成。

学生や若者の視点を
活かし、新発想で新た
な活性化を生み出す。

女性・母親の感性を活
かした施策を展開し、
女性活躍時代を充実。

多様な工夫で定住促
進策を充実して人口
定着を図る。

美観を整え、未来につ
なぐ。耐震と美装を施
し、創建当時の美しさ
を再現。

コロナ 基本 未来創造 SDGs デジタル

健幸 医療 がん対策 福祉 子育て

学び 地域 農業 畜産 経済

シェアリング テレワーク 雇用 復旧復興 安心

教育 若者 女性 定住 聖廟

Challenge!これから
やりたい
これから
やりたい のの2525 - チャレンジ -
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